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非クロム羊革を使用したドレス手袋の機能特性

○角田由美子*1 今井哲夫*2,中島健*2,宝山大喜≪2岡村浩≫3

*1昭和女大*2 都皮技センターノ3 昭和女大・院）

目的　近年、製革工業においては環境面からクロムを使用しない非クロム革の製革技術

の確立が要望されている。非クロム革については靴用甲革の機能性は明らかにされつつあ

るが、手袋用革の機能性については明らかにされていない。

本報では、加脂剤の異なる非クロム羊革を ３種類、対照としてクロム羊革１種類、合計

４種類の手袋用革を調製した。ついでその革を用いて４種類の婦人用ドレス手袋を製作し

て着用試験を行ない、素材面、製品面から機能性について検討した。

方法　手袋用革の一般的な性状としては化学分析、機械的性質、物理的性質、染色堅ろ

う度を測定した。手袋用革の水分特性としては吸放湿度、透湿度、吸水度､はっ水度を測定

した。風合いをKES 法により測定し、JIS L 1096による保温率、迅速熱伝導率計を用いて

熱伝導率を測定した。手袋着用時の手袋内気候を温湿度センサーにより測定し、サーモグ

ラフィを用いて着用前後の状態を撮影した。さらに77 名の被験者による着用試験を行った。

結果　手袋用革の水分特性、保温性、手袋着用時の手袋内気候、熱画像からは、非クロ

ム桂し革とクロム桂し革の差異や、非クロム鞍し革における加脂剤の影響はあまり認めら

れなかった。非クロム革の引裂強さはクロム革よりも著しく低下し, KES による風合いも非

クロム顧し革の方が劣っていた。着用試験では、クロム手袋よりも非クロム手袋において

著しい型くずれが認められた。

以上の結果から、引裂強度や風合いおよび型くずれの改善が、非クロム革を用いたドレ

ス手袋を実用化する上での課題であると考えられた。
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毛布の圧縮特性の理論的解析
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目的　毛布の初期性能として肌触りのよさを表面特性と圧縮特性から捉 え、温熱的な

快適性能を熱・水分・空気の移動特性より捉えることによって、毛布の品質の良否の

客観的評価方法を明らかにしている1) 。本研究ではカーペットの圧縮特性の理論2.3)を
適用して、毛布を構成している単繊維の曲げ特性から毛布の圧縮特性を理論的に誘導

する方法を検討し、毛布の設計の基礎的資料を得ることを目的としている。

方法　毛布の基本構造は、まっすぐな長さの繊維がある一定の角度で基布に植えられ

たものとする。毛布を圧縮した場合、この １ 本の繊維に垂直圧縮荷重を加えたとき、

繊維の曲げのために生じる圧縮特性が基本特性となり、それに繊維が多数集合した場

合の集合構造効果を加えて考える。圧縮変形にともなう繊維１本あたりの圧縮力を、

カーペットの圧縮特性の理論を用いて、計算により求め、I cm^ あたりの繊維の本数を

かけて、単繊維の曲げ変形による毛布の圧縮力を求めた。

結果　 この理論の計算曲線は、繊維間摩擦により、摩擦係数が大きくなると、初期は

上に凸となる傾向があり、実験曲線よりも圧縮力が大きくなるが、それ以降は実験曲

線にぼぼ添っている。これらより、単繊維の曲げ特性を用いて、毛布の品質の良否に

関わる毛布の圧縮初期特性(上限荷重50g/cm^) を予測計算できることを明らかにした。
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